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一般 2 期試験 (2024 年 2 月 14 日） 

英 語 

時間：10：00～11：00 
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問．以下の英文を全文和訳しなさい． 

著作権の関係上、掲載せず 



2024 年度大学院人文学研究科臨床心理学専攻 

一般 2 期試験 (2024 年 2 月 14 日） 

 

専 門 

 

時間：11：20～12：20 

 

 

大問１． 以下の問いに答えなさい．（各 20 点） 

（１）行動療法で用いられる技法について、２つ例を挙げて説明しなさい。 

（２）「知能検査」が目的となる心理検査の実施における、テストバッテリーの構成につい

て説明しなさい。 

 

 

大問２． 以下の心理学用語について説明しなさい．（各 10 点） 

（１） A. Bandura 

 

（２） ストループ効果 

 

（３） 最小条件集団実験 

 

（４） 世代継承性 

 

（５） 自己実現 

 

（６） 学力 

 

 

  



大問３． 以下の問題ごとの正しい選択肢を選びなさい．（各 5 点） 

問題 1  物質関連障害について，最も適切でないものを１つ選びなさい。 

 

１ 薬物が体内から無くなったときに，身体にさまざまな離脱症状が生じるようになることを精神依存

という 

２ 薬物の入手に固執し，そのために様々な工夫をすることを薬物探索行動という 

３ 物質使用を中断したときに生じる，それを獲得しようという強い欲求を渇望という 

４ 以前と同じ効果を得るためには，より多くの物質摂取が必要となることを耐性という 

５ 物質使用を完全に中止したときに生じる症状を離脱症状・退薬症候という 

 

 

問題 2  目撃証言を検討する実験では，実験の前に参加者に本来の実験目的を伝えてしまうと，参加者

にある程度の構えを生み出してしまい，妥当性の高い結果を得ることができない。そこで，教

示として，本当の目的ではなく，偽の目的を告げて研究への参加を促す場合がある。この時の

教示をなんというか。 

 

１ トランススクリプト 

２ インフォームドコンセント 

３ デブリーフィング 

４ ディセプション 

５ コーディング 

 

 

問題 3 以下の組合せの中で，不適切なものを１つ選びなさい。 

 

１ W.M. Wundt―機能主義 

２ G.T. Fechner―精神物理学 

３ H.L.F. von Helmholtz―無意識的推論 

４ K.E.K. Hering―反対色説 

５ J.P. Müller―特殊神経エネルギー説 

 

 

 

 

 

 



問題 4  以下の 5つの内，正しいものを 2つ選びなさい。 

 

１ Kahn, R. L. と Antonucci, T. C.の「コンボイモデル」では，個人（P）の周りを親密さの程度ご

とに 3層からなる構成員が取り囲む 

２ Kahn, R. L. と Antonucci, T. C.の「コンボイモデル」の第 3層には，ライフコースの移行（卒業，

就職，退職等）によって入れ替わりやすい構成員が位置する 

３ Kahn, R. L. と Antonucci, T. C.の「コンボイモデル」では，個人（P）の周りを親密さの程度ご

とに 4層からなる構成員が取り囲む 

４ Kahn, R. L. と Antonucci, T. C.の「コンボイモデル」の第 3層のことをエクソシステムと呼ぶ 

５ Kahn, R. L. と Antonucci, T. C.の「コンボイモデル」の第 3層には，社会的な役割に依存しない

構成員が位置する 

 

 

問題 5  以下に挙げるのは認知症の主な症状である。これらのうち，中核症状の組み合わせを１～５の

中から選びなさい。 

A 徘徊 

B 思考力や判断力の障害 

C 記憶障害 

D 妄想 

 

１ A B 

２ A C 

３ A D 

４ B C 

５ C D 

 

問題 6  国際生活機能分類（ICF）について，不適切な説明を 2つ選びなさい。 

 

１ 障害のポジティブな面の強調，相互作用の重視，相対性の重視が特徴である 

２ 国際疾病分類や国際障害分類と共にＷＨＯの 3つの軸として，国際的に活用されている 

３ 欠点や障害を克服するよりも，積極的に社会参加を進めることを強調している 

４ 病因論・因果論的モデルから連関・相互作用モデルに変換している 

５ 機能障害・能力障害・社会的不利などで，障害について分析している 

 

 

 

 



問題 7  「行動遺伝学の三原則」について，不適切なものを 2つ選びなさい。 

 

１ 人間の行動形質は全て，遺伝の影響を受ける 

２ 同じ家庭で育ったことの影響は，遺伝の影響よりも小さい 

３ 人間の複雑な行動形質に見られる分散のうち，相当な部分が，遺伝か家族環境で説明できる 

４ 同じ家庭で育ったことの影響は，遺伝の影響よりも大きい 

５ 人間の複雑な行動形質に見られる分散のうち，相当な部分が，遺伝でも家族環境でも説明できない 

 

 

問題 8   ある出来事が生じる確率を推測する際に，その出来事の事例をどのくらい簡単に思い出せる

かに基づいて判断してしまう認知バイアスとして，最も適切なものを１つ選びなさい。 

 

１ 極端回避性 

２ サンクコスト効果 

３ 利用可能性ヒューリスティック 

４ 後知恵バイアス 

５ 係留効果 

 

 

問題 9  Rusbult, C. E. の投資モデルにおいて，抑止力を高めない要素を１つ選びなさい。 

 

１ 代替選択肢 

２ 投資量 

３ 関係満足度 

４ 接触行動 

５ 親密性 

 

 

問題 10  不当な差別的取扱いに当たるものをすべて選びなさい。 

 

１ 身体障害を持つ人と知的障害を持つ人では扱いが異なる 

２ 知的障害のある本人には話しかけず、介助者・支援者とだけ具体的に話を進めた 

３ 挨拶されなかったり、ていねいな対応がなされなかったりする 

４ 店に予約をしたら、混雑していない時間帯を提案された 

５ 保護者や介護者が一緒にいないと入店を認められない 

 

 

以上 


